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　「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞

第
10
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
　発
表

　二
〇
一
四
年
度
第
10
回
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
に
四
七
七
篇

と
い
う
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
回
も
若
年
層
か
ら
八
十
歳
代
の
老
年
層
ま
で
幅
広
い

世
代
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
世
界
中
か
ら
広
く
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
貴
重
な
体

験
だ
け
で
な
く
、
重
要
な
記
録
や
、
社
会
に
対
す
る
鋭
い
批
評
も
多

く
寄
せ
ら
れ
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
様
々
な
姿
が
如
実
に
窺
わ
れ

る
10
回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　例
年
の
通
り
、
ま
ず
選
考
委
員
会
予
選
担
当
に
よ
る
第
三
次
ま
で

の
予
選
選
考
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に
三
神
弘
、
水
木
亮
、
福
岡
哲
司
、

都
築
隆
広
、
五
十
嵐
勉
五
人
の
選
考
委
員
に
よ
っ
て
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
受
賞
作
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
号
に
は
当
選
作
お
よ
び
優
秀
賞
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
以
後
奨
励
賞
な
ど
も
、
極
力
「
文
芸
思
潮
」
誌
上
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　　な
お
授
賞
式
は
明
年
二
月
十
五
日
（
日
）
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
で
行

な
わ
れ
る
予
定
で
す
。
受
賞
者
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
御
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
賞

最
優
秀
賞

「
オ
パ
ー
ル
の
指
輪
」

　
　
　
　
　
　清

水
文
子
（
東
京
都
渋
谷
区
）

「
脚
を
創
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　印
南
房
吉
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

第
10
回

文
芸
思
潮

社
会
批
評
賞

「
タ
イ
ヤ
検
死
官
」

　
　
　
　
　
　
　竹
中
水
前
（
東
京
都
葛
飾
区
）

「
パ
キ
ス
タ
ン
の
乾
い
た
風	

」

　
　
　
　
　
　
　岡
野
真
弓
（
東
京
都
新
宿
区
）

社
会
批
評
特
別
賞

「
続
・
私
の
『
松
川
事
件
』
」
高
原
万
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

宮
城
県
白
石
市
）
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優
秀
賞

　第10回エッセイ賞発表

「
三
十
三
年
目
の
富
士
山
」

　
　
　
　
　
　
　板
東
洋
三
郎
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
お
ふ
く
ろ
の
指
文
字
」

　
　
　
　
　
　
　宮
川
行
志

　（
熊
本
県
宇
城
市
）

「
足
跡
」

　
　
　家
森
澄
子

　（
岡
山
県
倉
敷
市
）

「
ア
オ
サ
ギ
の
い
る
風
景
」

　
　
　
　
　
　
　井
上
幸
子

　（
岡
山
県
津
山
市
）

「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
西
本
美
彦

　（
滋
賀
県
大
津
市
）

「
子
牛
の
涙
」

　八
束
一
臣

　（
鳥
取
県
境
港
市
）

「
ハ
ナ
の
墓
」

　近
藤
幹
夫

　（
福
井
県
勝
山
市
）

「
小
さ
な
運
び
屋
」
竹
澤
一
晃
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

「
再
会
」

　
　
　高
橋
由
紀
雄
（
北
海
道
赤
平
市
）

「
贅
沢
列
車
」

　濵
田
亜
梨
紗
（
京
都
府
京
都
市

奨
励
賞

「
柿
の
味
」

　
　
　
　山
崎
人
功

　（
長
野
県
安
曇
野
市
）

「
戦
争
の
記
憶
」

　
　中
川
一
之

　（
京
都
府
京
都
市
）

「
賀
状
」

　
　
　
　
　遠
藤
芳
子

　（
東
京
都
狛
江
市
）

「
イ
ン
ド
の
夕
日
、
そ
し
て
闇
の
中
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
本
那
香
子
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
」

「
今
夜
で
も
い
い
よ
」
牧

　康
子

　（
東
京
都
杉
並
区
）

「
凛
」

　
　
　
　
　
　蘭

　藍
子

　（
愛
媛
県
松
山
市
）

「
返
事
〜2011.5.11

〜
」
佐
藤
ゆ
み
子
（
宮
城
県
仙
台
市
）

「
道
化
師
に
な
れ
ぬ
な
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　す
ず
き
み
の
り
（
静
岡
県
三
島
市
）

「
長
谷
川
先
生
」

　
　日
沼
よ
し
み
（
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
）

「
父
の
辛
子
漬
け
」

　中
村
行
寿

　（
岩
手
県
滝
沢
市
）

「
文
盲	

」
　
　
　
　
　藤
原
恵
子

　（
北
海
道
札
幌
市
）

「
オ
モ
ニ
ハ
ッ
キ
ョ
と
妹
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ひ
つ
か
み
（
大
阪
府
柏
原
市
）

「
草
む
し
り
の
奇
跡
」
吉
永
祐
治

　（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

「
ラ
イ
ム
ラ
イ
ト
」

　き
む
　キ
ョ
ン
ヒ
（
東
京
都
世
田
谷
区 

）

「
誰
が
た
め
に
今
は
あ
る
」
逢
坂
栄
紀
（
千
葉
県
松
戸
市
） 	

「
殺
さ
れ
る
の
か
!?
」
西
島
雅
博
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

社
会
批
評
優
秀
賞
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「
祖
父
の
長
火
鉢
」

　大
樹
独
活	

（
三
重
県
四
日
市
市
）

「
中
庭
の
風
景
」						

マ
イ
ヤ
ー
三
四
子

                                    

（Zurichi

　

Sw
itzerland

）

「
感
じ
る
こ
と
」						

オ
リ
ー
ブ
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

「
母
の
手
」

　
　
　
　松
本

　柊
（
東
京
都
八
王
子
市
）

「
山
村
の
癒
し
人
」

　加
川
真
美
（
京
都
府
京
都
市
）

「
漁
師
の
流
儀
」

　
　武
村
三
幸
（
埼
玉
県
川
口
市
）

「
弟
」

　
　
　
　
　
　瀬
川
真
一
（
三
重
県
名
張
市
）

「
祖
母
の
織
っ
た
半
幅
帯
」
武
藤
蓑
子
（
東
京
都
多
摩
市 

）

「
松
山
」

　
　
　
　と
も
り
ん
た
ろ
う
（
東
京
都
中
野
区
）

「
閉
店
前
夜
」

　
　小
野
友
貴
枝
（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

「
線
路
工
手
の
歌
」

　奥
田

　登
（
京
都
府
相
楽
郡
）

「
琵
琶
湖
の
阿
弥
陀
は
ん
」

　
　
　
　
　
　
　よ
す
み
こ
う
す
け
（
大
阪
府
高
槻
市
）

「
ほ
ぼ
完
璧
な
社
会
の
幸
せ
？
」

　
　
　
　
　
　
　中
田
和
子
（N

ordborg  D
enm

ark

）

「
強
い
ら
れ
た
連
想
」
諸
原
龍
之
介
（
東
京
都
港
区
）	

「
三
菱
重
工
業
爆
破
事
件
─
─
そ
の
と
き
私
は
─
─
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　浜
木
綿
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

科
学
記
録
奨
励
賞

社
会
批
評
奨
励
賞

エ
ッ
セ
イ
賞

第
10
回

文
芸
思
潮

コ
ン
ク
ー
ル
十
年
の
実
績

                            

　水
木

　亮
　

　エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
も
一
〇
年
を
迎
え
た
。
年
々
充
実
し
て
き

て
、
今
年
の
作
品
は
質
的
に
高
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
継
続
は
力
な

選

　
評

みずき　りょう

1942　北朝鮮生まれ
　99　小説「祝祭」で　
　　第 16 回織田作之助
　　賞受賞
2006　小説「お見合いツ
　　アー」で第 49 回農
　　民文学賞受賞

07　小説「海老フラ　
　　イ」で第 19 回労　
　　働者文学賞受賞　　

「
目
の
中
に
あ
る
生
と
苦
し
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　坂
部
一
美
（
愛
知
県
知
多
郡
）

「
銀
河
の
星
の
海
へ
の
旅
路
に
就
い
た
『
航
海
者
』
」	

　
　
　
　
　
　
　
　
　漆
畑
晨
斗
（
静
岡
県
駿
東
郡
）


